









































































































































度数48 (33.6%) 53 (29.101 31.
残差0.69, n.s. -0 69, n.s.
度数(%) 43 (30.1%) 63 (35.106 (3 .1%)
「技術とものづくり」
「情報とコンピュータ」 残差-1.04 n.s. 1.04, n.s
両方得意 度数25 (17.5%) 12 (6.37 (ll.6%)2.98, ** -2.98, **
18. 49 (27.7%) 76 (23.




































































































































































興味関心0.21 0.27 22.58 0.00 * *
知識理解0.20 0.23 10.92 0.00 ** F(4, 315)-19.43, **





興味関心0.01 0.02 0.12 0.73
知識理解0.02 0.03 0.17 0.68
技能-0.03 -0.04 0.33 0.57
創意工夫-0.04 -0.06 0.74 0.39





興味関心0.03 0.05 0.69 0.41
知識理解0.04 0.05 0.53 0.47
技能0.10 0.15 4.03 0.05
創意工夫0.04 0.06 0.79 0.38
定数項2.59 409.84 0.00 **
F(4,315)-5.62,**
重相関係数=0.26
*pく0.05, **p<0.01
情幸田三段の有用性に気づくことができるためではない
かと考えられる。
前述した得意・不得意意識との関連性と併せて考察
するならば,高校情報和こ対する意識は,中学校段階
での学習経験によって大きく左右されうる可能性があ
るといえる。仮に中学校技術科「情報とコンピュータ」
の授業の中で,生徒の興味や技能,創意工夫に対する
習得感,得意意識を形成させることができれば,高校
情報科に対しても期待感や必要感を高め,不安感を軽
減させることができると期待される。逆に,中学校段
階で障鞭やコンピュータに対する苦手意識を持たせた
り,興味・関心を剥離させたりすると,高校進学後に
至るまでその影響が広がりうるといえる。その意味で,
中学校技術科と高校情報科とは,学習内容やカリキュ
ラムの整合性だけでなく,生徒の意識の流れにおける
連続性をも考慮して,有機的に連携することが重要で
あると考えられる。
4.まとめ
以上,本研究では,高校情報科の学習内容に対する
中学生の意識に影響する要因について検討した。その
結果,本調査の条件下で,以下の知見が得られた。
技術の授業からの
習得感
情報科の教育内容
に対する意識
図1技術科からの習得感による情報科の教育内容に
対する意識への影響のパス・ダイヤグラム
(1)高校情報科への期待感に影響を与える要因は,中
学校技術科「情報とコンピュータ」への好き嫌い意
識,得意不得意意識,興味関心の習得感,知識理解
の習得感など,多くの要因が影響していることが明
らかとなった。
(2)高校情幸陣トへの不安感に影響を与える要因は,中
学校技術科円背報とコンピュータ」に対する得意不
得意意識のみであった。
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(3)高校情事陣トへの必要感に影響を与える要因は,中
学校技術科「情報とコンピュータ」への好き嫌い意
識,技能の習得感であった。 これは,技能習得によ
って,情報手段の有用性に気づくことができるため
ではないかと考えられた。
これらの結果は,高校情報科の担当教員にとって,
学習指導の導入時に考慮すべき生徒の実態として有用
な資料である。また,中学校技術科の担当教員にとっ
ても,高校情鞭科との接続を意識した発展的な学習指
導を展開する際に,基礎的な知見になると思われる。
今後は,高校情報科に対する生徒の意識実態につい
て,より実践的な視野から言薄田に検討する必要がある。
例え鴎上記の実態を持つ生徒が実際に高校情事陣「の
授業を履修した樵,その意識がどのように変容しうる
のかといった問題が考えられる。 また,高校では情報
Aのみを開講し,生徒の科目選択の機会が与えらない
ケースが多いことから,情報Bや情報Cの内容に対す
る生徒の期待感や必要感が情報Aの内容でどの杜度,
カバーされうるのかについても検討の余地がある。 こ
れらについては,いずれも今後の言粗とする。
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